
RECELL治療部位

結語  
本症例では、Spray-On Skin Cellsの

顔面部深達性部分層熱傷への直接

使用が示されている。 自家細胞か

らなるSpray -On Skin  Cellsにより、

術後8日の治癒、3か月での色素再

生が得られるという結果となった。

 
 

治療法
初回デブリードマンの後、異種移植片による治療を行った（図A)。異

種移植片使用から10日後、一時的創閉鎖に使用したドレッシング材

を除去の上、RECELL®システムでSpray-On Skin Cellsを作成した。創

面環境調整を行った母床に直接細胞懸濁液を使用。治療部位の被

覆には、TelfaTMClear、その上からXeroformTMを使用した。どちらのマ

テリアルも周辺部に縫合した。

臨床的アウトカム
RECELL使用から8日後に創部の治癒が得られた（図B）。術後3か

月が経過するまでに顎のラインに中程度の紅斑が見られたが、創

部の色素再生が確認された（図C）。

患者の状態 
ガソリンを使用した襲撃による深

達性部分層熱傷を受傷した53歳女

性。本症例報告では、火炎による

顔面熱傷に対するSpray-On Skin

Cellsの治療に注目する。
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本紙に掲載している症例は、臨床成績の一部を紹介したものです。全ての症例で同様の効果を保証するものではありません。
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